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研究内容 
［１］電子ビーム励起プラズマを用いた表面処理の

研究 
・電子ビーム励起プラズマ(図 1)は通常のプラズマ生

成とは異なり、電子ビームを制御することで直接
プラズマ生成するシステムである。窒素分子の結
合エネルギーは通常の分子性ガスより高く、窒素
分子を効率的に電離できない。本方法では、電子
ビーム励起プラズマでは電子を直接加速し、効率
的なエネルギーを与えることができるので、窒素
を効率的に電離・解離が可能である。 

・電子ビーム励起プラズマを用いたアルミニウム合
金の窒素プラズマ処理により、高電気抵抗率かつ
高熱伝導率の被膜生成に成功した。本生成被膜が
安価なヒートシンク製造に利用できることを示
した。 

・電子ビーム励起プラズマを用いた可視光応答型酸
化チタン光触媒の作製を行った。XPS の測定結果
から、試料に N-Ti（396eV）結合によるピークが
観測され、窒素が TiO2内にドープされていること
がわかった。セルフクリーニング性能評価におい
て、処理試料の可視応答の効果が示された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    図 1 電子ビーム励起プラズマ 
 
［２］大気圧プラズマを用いた滅菌処理に関する研
究 
・香辛料の殺菌処理に対して実用的な大気圧ガスプ
ラズマの検討を目的として、各種香辛料に大気圧ガ
スプラズマを照射し、その殺菌効果と品質の評価を
行った。各種ガスプラズマによるペパーミントおよ
びバジルにおいて付着する生残菌の減少が確認さ
れた。また、におい嗅ぎガスクロマトグラフ質量分
析計を用いた香気成分の分析結果から、従来の加熱
処理と比較して Ar ガスプラズマ処理は香気成分の
変化が少なく、CO2、N2ガスプラズマ処理では香気

成分の変化および損失が大きいことが明らかとな
った。 
・Ar ガスプラズマによる黒胡椒の殺菌効果につい
ても、殺菌効果を確認でき、におい嗅ぎガスクロマ
トグラフ質量分析計を用いた香気成分の分析結果
から、従来の加熱処理と比較して Ar ガスプラズマ
処理は香気成分の変化が少なく、主成分である
Caryophyllene の損失も小さいことが確認された。 
 
［３］大気圧プラズマを用いた液体反応に関する研

究 
・大気圧プラズマ照射における水溶液中の反応につ
いて、メチレンブルー、KI-デンプン、インジゴカ
ルミンへの照射実験および ESR 測定より、ROS 生
成量、・OH と・O2- と O3 の合計生成量、H2O2 生
成量、その他の ROS の生成量を算出し、反応量に
関する知見を得た。 
 
［４］プラズマ電解酸化に関する研究 
・マグネシウム合金に対して表面処理の 1 つである
プラズマ電解酸化処理 (PEO) を行い、耐食性に富
む皮膜の生成・評価とその成膜プロセスの解明を試
み、マイクロアークの発生量および膜厚、膜質につ
いて知見を得た。 
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